
（情報学研究科・シラバス）科目名： 音声情報処理特論 （情報学研究科・シラバス）科目名：　音声情報処理特論

科目名（英語名）： Sp h Pr in Ad n d科目名（英語名）：　Speech Processing, Advanced

【 配 当 学 期 】 後期 【単 位 数】【 配 当 学 期 】 ２単位後期 【単 位 数】【 配 当 学 期 】 ２単位後期 【単 位 数】

【 授 業 形 式 】 毎週（火曜 ） 限 情報第 講義室【 授 業 形 式 】 毎週（火曜日）　４限，情報第２講義室【 業 】 毎週（火曜日）　 限，情報第 講義室

【 担 当 者 】 （代表者に○を ける）○奥乃 博 河原 達也 正木 信夫 尾形 哲也 西村 竜【 担 当 者 】 （代表者に○をつける）○奥乃　博，河原　達也，正木　信夫，尾形　哲也，西村 竜一者 代表者 博， ， 木 ， 哲 ， 村

【 科 目 URL 】 h // i i k i k j / b / k /L /09/SLP/【 科 目 URL 】 http://winnie.kuis.kyoto-u.ac.jp/members/okuno/Lecture/09/SLP/p // y jp/ / / / / /

【授 業 内 容】 本講義では 音に いて基礎理論から最先端の音の認識技術とその応用に いて学ぶ【授 業 の 内 容】 本講義では，音について基礎理論から最先端の音の認識技術とその応用について学ぶ．
第 部 音 基礎 論と音声 生成機構 聴覚機構 述 ず音

【授 業 の 内 容】
　第１部では，音の基礎理論と音声の生成機構および聴覚機構について述べる．まず音　第１部では，音の基礎理論と音声の生成機構および聴覚機構に いて述 る．まず音
声に関わる音の物理特性を明かにし，音声生成の理論（ソース・フィルタ理論）と近年声に関わる音の物理特性を明かにし，音声生成の理論（ソ ス フィルタ理論）と近年
の観測技術の進歩に基づく新たな知見について述べる 聴覚機構については 人間の聴の観測技術の進歩に基づく新たな知見について述べる．聴覚機構については, 人間の聴
覚特性について明かにした上で それらの特徴を利用したディジタル信号処理技術につ覚特性について明かにした上で，それらの特徴を利用したディジタル信号処理技術につ
いて紹介するいて紹介する．
第２部では 音声の基本的な性質と特徴量に いて述べ 代表的な音声分析手法を　第２部では， 音声の基本的な性質と特徴量について述べ，代表的な音声分析手法を

解説す 音声符号化 音声合成 及び音声認識 そ 概要を述 音声認識解説する．音声符号化，音声合成， 及び音声認識についてその概要を述べる．音声認識解説する 音声符号化，音声合成， 及び音声認識に てそ 概要を述 る 音声認識
においては，代表的な音響モデル・言語モデルについて解説する．においては，代表的な音響モデル 言語モデルについて解説する．
第３部では，音声に限らず楽音や環境音を含む音環境理解について述べ，両耳聴の原　第３部では，音声に限らず楽音や環境音を含む音環境理解について述べ，両耳聴の原

理から空間的な知覚の原理を探り 視覚と聴覚の情報統合による認知機能について説明理から空間的な知覚の原理を探り，視覚と聴覚の情報統合による認知機能について説明
する また 具体的な応用としてロボット聴覚の課題と現状 音声模倣発達についてもする．また，具体的な応用としてロボット聴覚の課題と現状，音声模倣発達についても
取り上げる取り上げる．

【 授 業 計 画 】【 授 業 計 画 】

回 数 内 容 説 明項 目 回　数 内　　容　　説　　明項　目 回 数 容 説目

音・音声・脳 ・ 音の物理と音声生成機構
2

音・音声・脳
（正木）

・ 音の物理と音声生成機構
・ 脳機能計測と音声情報処理機構2

（正木） ・ 脳機能計測と音声情報処理機構

ヒトの聴覚と応用技術 ・ 人間の聴覚機構
1

ヒトの聴覚と応用技術
(西村)

・ 人間の聴覚機構
・ 音声生成・聴覚特性に基づくディジタル信号処理1

(西村) ・ 音声生成・聴覚特性に基づくディジタル信号処理

・ 音声に含まれる情報, 線形分離等価モデル 音声に含まれる情報, 線形分離等価モデル
・ 音声分析音声の分析・認識・合

4
・ 音声分析
・ 音声合成・音声符号化・音声認識の概要

音声の分析・認識・合
成 (河原)

4
・ 音声合成・音声符号化・音声認識の概要

音声認識のための音響モデル 言語モデル
成　(河原)

デ

・ 音声認識のための音響モデル・言語モデル

マルチモーダル情報処 ・ 人工神経回路による音声模倣発達モデルルチモ ダル情報処
理とロボットによる情 2

 人工神経回路による音声模倣発達モデル
・ 人工神経回路による視聴覚変換モデル理とロボットによる情

報生成 (尾形)
2  人工神経回路による視聴覚変換モデル

報生成 (尾形)
・ 音環境理解とは 音源定位

音環境理解とロボ ト
・ 音環境理解とは, 音源定位

音源分離と分離音認識
4

音環境理解とロボット
聴覚 (奥乃)

・ 音源分離と分離音認識
ボ ト聴覚

4
聴覚 (奥乃) ・ ロボット聴覚

音楽情報処 動物音響学
聴

・ 音楽情報処理，動物音響学 音楽情報処理，動物音響学

【 教 科 書 】【 教 科 書 】
配布資料を使用配布資料を使用．

【 参 考 書 】 板橋秀 編 『音声工学』 (森北出版 2005)【 参 考 書 】 ・ 板橋秀一編: 『音声工学』 (森北出版, 2005)
" ''・ Moore, B.C.J.: "An Introduction to the Psychology of Hearing'', 4th Ed.,, J y gy g , ,

Academic Press, 1997. (大串監訳 『聴覚心理学概論 (第3版)』(誠信書房), 1994)Academic Press, 1997. (大串監訳 『聴覚心理学概論 (第3版)』(誠信書房), 1994)
・ Bregman, A.: "Auditory Scene Analysis'' (MIT Press, 1990)・ Bregman, A.: Auditory Scene Analysis  (MIT Press, 1990)
・ Rosenthal D and Okuno H G (eds ): "Computational Auditory Scene・ Rosenthal, D. and Okuno, H.G. (eds.): Computational Auditory Scene
Analysis'' (Lawrence Erlbaum Associates 1998)Analysis'' (Lawrence Erlbaum Associates, 1998)

【目的・到達目標】 音について基礎理論から 最先端の音の認識技術とその応用に関して十分に理解し 研【目的・到達目標】 音について基礎理論から，最先端の音の認識技術とその応用に関して十分に理解し，研
究動向についての知識が獲得されること究動向についての知識が獲得されること．

価 案 達【成績 価 方 ５回のレポート試験を中心に，授業中の発表の評価、質疑応答などを勘案して，到達目【成績評価の方法・ ５回のレポ ト試験を中心に，授業中の発表の評価、質疑応答などを勘案して，到達目
標の達成度を総合的に判断する．

【成績評価の方法
基準】 標の達成度を総合的に判断する．基準】

【 そ の 他 】 ・ 講師の都合により 一部順序の変更がありうる【 そ の 他 】 ・ 講師の都合により，一部順序の変更がありうる．
レポ トは講師に直接電子メイルで提出すること・ レポートは講師に直接電子メイルで提出すること．


